


























を使用し分析を行った。その結果、本種の約 9 割が沖縄本島周辺海域の 200m以浅の海域に分布す
ることが明らかとなった。さらに、バイオプシー調査や鳴音調査で性判別されたのべ 3,782 個体分
の情報を用いて性状態毎に分析を行った結果、交尾を目的に来遊しているとみられるオス、メスは
主に 2 月上旬－2 月中旬に沖縄本島沖合側の海域で交尾行動を行い、一方で仔連れメスは、2 月下










最終試験は 2 月 13 日に行われた。まず、申請者が成績優良によう短縮修了該当者であることを
確認した上で、審査委員一同出席の下、査読付論文 3編が第 1 著者として受理の上公表（Kobayashi 
et al., 2016, Mammal study; Kobayashi et al., 2016, Open Journal of Animal Science; Kobayashi, et al., 
2016, Zoological Science, 2016）されていることともに、講演発表は、国際学会 2回、国際シンポジ
ュウム 1回、国内学会 2回であること、うち優秀ポスター賞を受賞していることを確認した。 
論文作成にあたり参照された論文の多くが英語で書かれており、公表論文も全てが英語で作成さ
れていた。また、申請者は米国留学の経験があること、TOEICスコアも 900点を上回っていること
から語学力は非常に高いと判断した。また、申請者に対して、論文内容について最終確認のための
質疑応答を行い、その内容は十分であると判断された。一方、専門知識については公開発表会（2
月 13日）当日の質疑や予備審査時でのディスカッションを含め十分であると審査委員一同確認し
た。 
合同セミナーへの出席回数も所定の 60時間 15回を満たしていたことを確認、また大学院海洋科
学技術研究科が指定した研究者倫理教育を修了していることを確認した。 
 
以上から、申請者について論文審査、最終試験とも合格と判定した。 
 
